
気づく力がケアを変える 
～利用者の行動と心理を読み解く観察力養成～



1. 観察力の基本と重要性



見落としが生むリスク

観察不足は、利用者の健康や安全に直接的

な影響を与えるリスクを生じさせます。例え

ば、小さな変化を見逃すことで、褥瘡が悪化し

たり、感染症が広がったりする可能性がありま

す。また、心理的な変化を見落とすと、利用者

が孤独感や不安を抱えたまま過ごすことにな

り、ケアの質が低下します。見落としを防ぐた

めには、日常業務の中で意識的に観察力を働

かせ、些細な変化にも敏感になることが大切

です。

観察力がケアに与える影響

観察力が高い職員は、利用者の状態変化を

早期に発見し、適切な対応を行うことで、利用

者の安心感と満足度を高めることができま

す。例えば、転倒リスクのある利用者に早めの

対策を講じることで、事故を未然に防ぐことが

可能です。また、利用者の気持ちやニーズを

理解しやすくなるため、信頼関係が深まり、ケ

アがスムーズに進むようになります。観察力を

磨くことは、利用者との関係性を良好に保つ

ためにも重要です。

観察力の定義

観察力とは、利用者の行動や身体的、心理的

な変化、さらには環境の変化に気づき、それを

正確に把握する能力を指します。介護の現場

では、利用者の「いつもと違う」状態に気づき、

適切な対応を取るために不可欠なスキルで

す。例えば、「今日は食事の進みが遅い」「普

段は笑顔なのに無口になっている」といった

些細な変化に気づくことで、体調不良や心の

不安のサインを早期にキャッチできます。この

力は、利用者の安全を守り、ケアの質を向上

させる基盤となります。

観察力とは何か？



チームケアの質向上

観察した内容をチーム全体で共有すること

で、ケアの一貫性が保たれ、質の高いサービ

スを提供できます。例えば、申し送りや記録に

観察結果を反映させることで、他のスタッフも

利用者の状態を正確に把握できるようになり

ます。また、観察を通じて得た情報が、多職種

間の連携をスムーズにし、利用者にとって最

適なケアの提供を可能にします。観察力は、

チーム全体のパフォーマンスを向上させる重

要なスキルです。

早期対応の重要性

観察力が高い職員は、異変に早く気づき、適

切な対応を取ることができます。例えば、「普

段より食事量が少ない」と感じた場合に、体調

不良や心理的なストレスの可能性を早期に

察知し、医療職と連携することで大事に至ら

ないようにできます。このような早期対応は、

利用者の健康を守るだけでなく、施設全体の

信頼性向上にもつながります。

利用者との信頼関係構築

観察力を高めることで、利用者のニーズを的

確に把握し、それに応じたケアを提供できま

す。例えば、利用者が不安そうにしている際

に、「何かお困りのことはありますか？」と声を

かけるだけで、安心感を与えられます。このよ

うな小さな積み重ねが、利用者との信頼関係

を築く土台となります。信頼関係が強まること

で、利用者も気持ちをオープンにしやすくな

り、より質の高いケアが可能となります。

観察力を高めるメリット



2. 観察のポイントと方法



環境の変化への気づき

利用者を取り巻く環境も、観察の重要なポイ

ントです。例えば、部屋の温度や湿度が適切

でない場合、体調に悪影響を及ぼす可能性

があります。また、ベッド周りに物が散乱してい

る場合、転倒リスクが高まるため、安全性の確

認が必要です。さらに、普段とは違う音や臭い

がする場合も見逃さず、利用者の安全と快適

さを確保するための行動を取ることが重要で

す。環境の変化に敏感になることで、利用者

が安心して過ごせる空間を提供できます。

心理的変化の観察

利用者の表情や言葉、行動から心理的な変

化を読み取ることは、安心感を与えるケアに

つながります。例えば、「普段は明るい表情を

しているのに、今日は無口で目線を合わせな

い」といった変化が見られた場合、不安やスト

レスを感じている可能性があります。また、頻

繁にナースコールを押す行動は、寂しさや不

安の表れであることもあります。心理的変化を

敏感に察知し、利用者の感情に寄り添うこと

が信頼関係を深める鍵です。

身体的変化の観察

利用者の身体的な変化を早期に捉えること

は、ケアの質を高めるうえで非常に重要です。

例えば、顔色の変化や動作のぎこちなさ、呼

吸の異常など、日常の中で目に見える変化に

注目します。特に、褥瘡やむくみの兆候がある

場合は、ケア方法の見直しが必要です。また、

皮膚の状態や食欲の変化も重要な観察ポイ

ントです。これらを定期的にチェックし、変化

があればすぐにチームで共有することで、迅

速な対応が可能になります。

観察する際の
基本的な視点



記録と振り返りの活用

観察した内容を正確に記録し、定期的に振り

返ることは、観察力を向上させるために欠か

せません。例えば、「1週間前と比較して歩行

速度が遅くなった」「最近、夜間のナースコー

ルが増えている」といった情報を記録しておく

と、傾向や変化が分かりやすくなります。また、

定期的な振り返りを行い、他のスタッフと情報

を共有することで、観察力をチーム全体で強

化することが可能です。

五感を使った観察

観察は、視覚だけでなく、五感をフルに活用す

ることが求められます。例えば、「食事中の咀

嚼音が変わった」「いつもと違う匂いがする」

など、聴覚や嗅覚、触覚を活用することで気づ

ける変化があります。また、利用者の肌の温度

や質感を触れて確認することで、発熱や乾燥

などの兆候を察知できます。五感を意識して

使うことで、利用者の状態をより細やかに把

握できるようになります。

利用者の「いつも」との比較

観察力を高めるには、利用者の「いつもの状

態」を把握しておくことが基本です。例えば、

「この利用者は普段、食事を完食する」「朝は

少し不機嫌だが午後になると笑顔が増える」

といった特徴を知っておくことで、普段と異な

る状態にすぐ気づけます。このような基準があ

ると、異変を早期に発見し、適切な対応を取る

ことができます。職員間で日常の状態を共有

することも、観察力を高める一助となります。

観察の技術を磨く方法



3. 利用者の行動・心理を
　　理解する視点



感情と行動の関連性

利用者の感情は、行動に直接反映されること

が多いです。例えば、怒りやイライラが表情や

声のトーンに現れる一方で、悲しみや孤独感

が無気力な行動に繋がることがあります。これ

らの行動を観察し、「この行動の背景にはどん

な感情があるのか」を考えることが大切です。

また、利用者が笑顔を見せる場面や落ち着い

た表情をしている瞬間を把握することで、ポ

ジティブな感情を引き出すケア方法を見つけ

ることができます。

認知症の行動の特徴

認知症の利用者の行動には、認知機能の低

下が影響していることが多いです。例えば、同

じ質問を繰り返す、食事を拒否する、物を隠

すなどの行動が見られる場合、それらは混乱

や不安、記憶の欠如が原因であることがあり

ます。これらの行動は「問題」と捉えるのでは

なく、背景にある心理や身体的な要因を理解

することが重要です。認知症ケアの基本とし

て、行動の意味を深く考え、利用者に安心感

を与える対応を心がけます。

利用者の意図を探る

利用者の行動には必ず理由や意図がありま

す。一見すると理解しにくい行動でも、その背

景には心理的・身体的な要因が隠れていま

す。例えば、利用者が夜中に部屋を徘徊する

場合、トイレに行きたい、眠れない、あるいは

不安を感じている可能性があります。行動そ

のものを否定するのではなく、「なぜこの行動

をしているのか」を考えることが大切です。利

用者の視点に立って意図を探る姿勢が、適切

な対応や信頼関係の構築につながります。

行動の背景を理解する



利用者との共感的関わり

共感的な関わりは、利用者の心を開き、信頼

関係を築くために重要です。例えば、利用者

が「寂しい」と話したとき、「その気持ち、よくわ

かります」と共感を示しつつ、具体的なサポー

トを提案します。また、利用者が話す内容を否

定せず、うなずきや相づちを使いながら傾聴

することで、利用者が「話を理解してもらえた」

と感じられるようになります。共感的な態度

が、利用者の心理的安定を支える基盤となり

ます。

利用者の尊厳を守る

利用者の心理的なニーズを満たすためには、

その人らしさを尊重し、尊厳を守る姿勢が欠

かせません。例えば、食事や入浴の時間を利

用者のペースに合わせる、好きな服を選んで

もらうといった小さな配慮が、利用者の満足

感につながります。また、名前で呼びかける、

過去の生活歴や趣味に関心を示すことで、利

用者が「自分は大切にされている」と感じられ

る環境を作ることができます。

安心感の提供

利用者が安心感を持てるようにすることは、

心理的ケアの基本です。例えば、利用者が不

安そうな表情を見せているときには、優しく声

をかけ、「そばにいますよ」と伝えることで、安

心感を与えられます。また、施設内の環境を

整え、利用者が安全で快適に過ごせる空間を

提供することも重要です。安心感を与えること

で、利用者の心理的負担が軽減され、穏やか

な日常を送る助けとなります。

心理的ニーズへの対応



4. チームで活かす観察力



ICTを活用した共有

ICT（情報通信技術）を活用することで、観察

した情報を効率的に共有できます。例えば、タ

ブレットやクラウドシステムを使えば、リアルタ

イムで記録を更新し、全スタッフが最新の情

報にアクセスできます。また、写真や動画を共

有することで、視覚的な情報が加わり、利用者

の状態をより正確に理解できます。ICTを活

用することで、申し送りの時間を短縮しつつ、

チーム全体の情報共有が円滑になります。

申し送りでのポイント

申し送りは、チーム全体で観察した内容を共

有し、ケアの一貫性を保つために欠かせない

プロセスです。例えば、「昨日より食欲が低下

している」「トイレへの誘導回数が増えた」な

ど、利用者の状態変化を具体的に伝えること

が重要です。さらに、改善が必要な点や注意

事項を明確に伝えることで、スタッフ全員が同

じ方向性でケアを進められます。申し送り時

には要点を整理し、伝えるべき情報を漏れな

く共有しましょう。

記録の工夫

観察した内容を記録する際は、簡潔で具体的

に書くことが重要です。例えば、「利用者Aさ

んが夕食後に咳き込む回数が増えた」「午前

中は笑顔が多かったが、午後は無口になっ

た」など、時間や状況を含めて記録します。抽

象的な表現ではなく、客観的な情報を記載す

ることで、他のスタッフが状況を正確に把握し

やすくなります。また、記録はすぐに確認でき

る場所に保管し、必要なときに活用できるよう

整理しておくことも大切です。

情報共有の仕組み作り



成功事例の共有

観察力を活かして成功した事例を共有するこ

とで、チーム全体の意識とスキルが向上しま

す。例えば、「利用者Bさんの食事中の表情変

化に気づき、食器の配置を変更したところ、食

欲が回復した」といった具体的な成功例を話

し合います。成功事例は他のスタッフにも取り

入れやすく、職場全体で同じような課題に対

応するためのヒントになります。共有を通じて

チームの一体感が高まり、より良いケアが実

現します。

ケースレビューでの学び合い

定期的なケースレビューを行い、観察内容を

振り返ることで、チーム全体のスキルが向上し

ます。例えば、「利用者が転倒しそうな場面が

増えている」「日中の不安行動が多い」などの

具体的な事例を共有し、その背景や対応策を

話し合います。このプロセスを通じて、他のス

タッフの視点や方法を学び、観察力をさらに

高めることができます。ケースレビューは、ケア

の改善とチーム全体の成長に繋がります。

多職種連携の活用

観察した内容を多職種と共有することで、利

用者に対して包括的なケアが提供できます。

例えば、介護職員が「利用者の食事量が減っ

ている」と記録した情報を栄養士に伝えること

で、栄養プランの見直しがスムーズに行えま

す。また、医師や看護師と連携し、身体的な異

変に早く対応することも可能です。多職種連

携を活用することで、観察力をケアの質向上

に直接結びつけられます。

チームケアの質向上



5. 観察力を養うための実践



終業後の振り返り

業務終了後には、その日の観察内容を振り返

る時間を持ちましょう。例えば、「利用者Cさん

の表情が普段より硬かった理由を考える」「利

用者Dさんが今日だけ食事を半分残した背

景を分析する」といった具体的な振り返りを行

います。記録に残した内容を再確認し、次の

日以降のケアに活かすポイントを考えること

で、観察力をさらに磨くことができます。この

振り返りの習慣が、利用者の状態変化に敏感

になる力を育てます。

ケア中の観察ポイント

食事や入浴、トイレ介助といったケアの最中

にも観察力を発揮することが重要です。例え

ば、食事中の咀嚼や飲み込みの様子、入浴時

の皮膚状態、トイレ介助時の排泄状況など、

各場面での利用者の状態に注目します。こう

した日常のケアの中で細かい変化を観察し、

記録に残すことで、利用者の健康状態を把握

しやすくなります。また、異変を感じた場合に

は、早めに他のスタッフや医療職と連携して

対応することが求められます。

朝の確認事項

観察力を養う第一歩は、利用者の状態を毎朝

確認する習慣を持つことです。例えば、「利用

者の顔色はどうか」「体温や呼吸の様子は正

常か」「昨晩の睡眠の質はどうだったか」とい

った基本的なチェック項目を意識的に確認し

ます。また、起床時の声掛けや挨拶を通じて、

利用者の表情や声のトーンにも注意を払いま

しょう。このような朝の観察を習慣化すること

で、1日のケア方針を的確に立てることができ

ます。

日々の業務に観察を
取り入れる



成功体験を積む

観察力を活かして利用者の状態変化に気づ

き、適切な対応を取ることで、成功体験を積む

ことができます。例えば、「普段より食事量が

少ないことに気づき、声をかけた結果、体調の

異常を早期に発見できた」といった事例は、観

察力に対する自信を深めるきっかけになりま

す。このような成功体験を積み重ねることで、

観察力をさらに向上させ、利用者により良い

ケアを提供できるようになります。

先輩職員から学ぶ

観察力に優れたベテラン職員の行動を観察

し、その技術や視点を学ぶことは、自己成長に

繋がります。例えば、ベテラン職員がどのよう

に利用者と接し、どのタイミングで何に注目し

ているかを観察し、自分のケアに取り入れる

ことを意識しましょう。また、具体的なアドバイ

スを求めたり、気づきのポイントを尋ねたりす

ることで、自分の観察力をより高いレベルに

引き上げることができます。

観察力に関する
研修への参加

観察力を向上させるためには、専門的な研修

に参加することも有効です。例えば、利用者の

心理的変化に気づく方法や、認知症ケアにお

ける観察のポイントなど、実践的な内容を学

べる研修を積極的に活用しましょう。外部研

修では他施設の事例や最新の知識を学ぶこ

とができ、自分自身のスキルに新たな視点を

加えることができます。研修で得た知識は、職

場に戻ってからチームで共有し、全体のスキ

ルアップにも繋げることが大切です。

自己学習とスキル向上



1. 観察力の基本と重要性
• 観察力は、利用者の状態変化に気づき、早期対応を可能にする基礎スキル。

• 観察不足はリスクを生み、適切なケアの妨げとなる。

• 観察力を高めることで、利用者との信頼関係を築き、チーム全体のケアの質を向上させる。

2. 観察のポイントと方法
• 身体的、心理的、環境の3つの視点で観察を行うことが重要。

• 「いつも」との違いに気づくため、日常的な利用者の状態を把握する。

• 五感をフル活用し、観察内容を記録・振り返ることでスキルを磨く。

3. 利用者の行動・心理を理解する視点
• 行動の背景には心理的・身体的な要因があるため、その意図を考える姿勢が大切。

• 認知症特有の行動や感情に寄り添い、適切な対応を取る。

• 利用者の心理的ニーズに応え、尊厳を守るケアが信頼関係の構築に繋がる。

4. チームで活かす観察力
• 記録や申し送りを工夫し、情報共有を徹底することでケアの一貫性を保つ。

• 観察した内容を多職種と共有し、包括的なケアを実現する。

• 成功事例やケースレビューを通じて、チーム全体のスキルを向上させる。

5. 観察力を養うための実践
• 日々の業務に観察を取り入れ、朝の確認やケア中の観察、振り返りを習慣化する。

• 外部研修やベテラン職員から学ぶことで、観察力をさらに高める。

• 成功体験を積み重ね、自信を持って利用者に寄り添うケアを提供する。

まとめ

観察力を養うことで

ケアの質を高める



最後に

観察力は、利用者の行動や心理を深く理解し、

質の高いケアを提供するための基本的なスキルです。

利用者の「小さな変化」に気づくことで、安全で快適な生活を支え、

信頼される職員として成長できます。

「気づく力」を大切に、

チームで支え合いながらより良いケアを目指しましょう！


